












































































明応 9 12・24 ひふつ三色









　閏 9・ 2 あか御まな
12・18 としとしの御いた・ひら
享禄 2 9・ 7 あか御まな
9・22 としとしのしゐ


















天文 4 3・ 1 としとしの者かつ御まな　　　　↗
年 月・日 進　　物









天文 6 6・ 7 としとしのみる
8・22 はつあか御まな
10・ 4 としとしのはつかん
天文 7 3・ 8 しろ御まな
6・25 みる
10・ 4 はつかん
天文 8 3・14 しろ御まな
　閏6・13 はつみるとて一折
9・17 としとしのしい









天文 11 8・21 はつあか御まな
9・27 はつかん
天文 12 6・15 としとしのみる▲
9・ 2 はつあか御まな
10・13 はつかん
天文 13 3・20 としとしのしろ御まな
5・17 十かう・十か
9・21 としとしのみのしゐ
天文 14 6・12 としとしの御うり（みるか）
8・26 はつあか御まな
9・ 3 はつかん
天文 15 6・24 みる
9・ 3 あか御まな
9・12 しい
天文 16 7・14 としとしのみる
8・19 としとしのあか御まな
























文明 11 7・21 御まな二色
9・16 かん
9・21 あか物
文明 12 5・17 みるのをる（りか）
8・25 あか物
12・29 二色
文明 13 4・30 御まな二をしき
9・13 かん・あか御まな
10・28 ふりこ










文明 16 9・15 あか御まな
文明 17 5・ 8 みる一折
12・29 三色

















（長享 02） 11・16 ゆき一折
12・30 二色





延徳 2 3・ 2 しろ御まなのをけ
　閏 8・25 もおくし物










































































天文 20 3・ 7 としとしのしろ御まな
6・14 としとしのみる
9・12 としとしのしゐ▲
天文 21 3・ 9 としとしのしろ御まな
6・26 としとしのみる
9・14 としとしのしゐ
天文 22 6・ 2 みる
11・ 6 としとしのかん
天文 23 9・ 7 はつ御まな
10・ 3 はつかん
弘治元 9・18 あか御まな・しい





永禄元 　閏6・ 9 みる＊
8・20 はつさけ・のちせ山のしい▲
10・ 4 はつかん＊
永禄 2 正・ 5 御ひら十まい・かん一（歳暮美物）
8・28 はつさけ＊
10・10 はつかん・しい＊





永禄 4 8・14 ふとう
8・20 はつさけ＊
9・20 としとしのはつしゐ＊
永禄 5 8・27 しい▲
永禄 6 3・15 としとしのしろまな＊
9・22 としとしはつかん＊
永禄 7 9・1 はつかん▲
永禄 8 9・1 はつふり ▲
9・2 はつかん▲
9・4 はつさけ▲
永禄 9 2・29 としとしのしろ御まな＊
11・11 はつかん▲












































































ており、後土御門天皇が賞翫（賞味）された。雁は比較的大きな水鳥で毎年秋に飛来する。『お湯殿の上の日記』には、そうしたいわゆるガンカモ類の鳥として白 ・菱喰・雁・鴨 （大小順）などが諸家から禁裏に進上された記事が多数見られる 、若狭武田氏が した鳥は雁だけである。初物として足利将軍も雁を進上した。大体将軍の 進上の数日から十数日後に武田氏の初雁進上 なされたことが多い。弘治二年
（一五五六）
の例では、十二

















日条に「わかさよりはつさけ・のちせ山のしいしん上申」と記 れ 若狭武田氏 居城後瀬山の いの実が進上さ たことが明記される。現在でも後瀬山の山頂付近や斜面にはスダジイの群団がみられる
（⓫）
。しいの実は長


















鱈の産地は北陸地方や丹後 ・ 但馬など北海（日本海）に限られる（ 『本朝食鑑』 ） 。したがって進上主体の「たけた」は若狭武田氏とみてよい。容器は折であり、いずれも一折進上されている（長享二年、延徳元年） 。文明十四年（一四八二）
の場合、十月十四日に初物の「ゆ





たが、初物が多く見られた。進上記事がそれぞれについて年に一度だけ記されること、数量が記されな か、もしくは一を単位とするごく少ないものであることなどか もそうみられる。特に秋季の鮭・雁・椎については、数日を隔てて別々に進上されたケースがあり、それら 進上すること自体にそれぞれ独自の意味があったと考えら る。 は前述の小浜藩主酒井忠勝の初鮭進上に見られたように、各大名の支配領域で獲得 たその年最初の獲物や収穫物であって、これを主家に進上することは特別の意味を持ったのである。またこれらの季節的進物は、雁や鱈のように比較的高価な物もあるが、必ずしも特に珍しいものではなく
（⓮）
、いずれも季節を象
徴する山野河海 産物である。 『お湯殿 上の日記』の正親町朝永禄四年
（一五六一）
八






































けたひふつ三色まいらする て、すへよりまいる、御しやうしんとけに、女中御てう 斗御申あり 五こんま る、めてたし」と される。その前日に故後土御門院七々日 仏事が終了して後柏原天皇が常御所に還御された。そしてこの日、酒宴がなされ、この日のために美物進上がなされたのである。同様に後奈良朝の初めの大永六年十月五 は「たけた
御しやうしんとけのひふつ五色しん上する、これは五月すゑにまいるへきことを、とゝかぬ事にていままいる」と う記事がある。同年の五月二十七日に盛大な精進解がなされており、恐らく武田氏はこのころ美物を進上すべきであったが、遅延 て十月 至ったのであろう。このように代始に伴って精進解の美物を三色ないし五色進上することがあった。これらの「たけた」も前掲の後土御門朝や後柏原朝の記事に「すへよりまいる」と記され、禁裏の食材を管理した御末を介して進上していることからみて若狭武田氏のことを指して言っている 解釈される。　
この歳暮から年始は年中行事の集中する時






















とて、すゑよりかいさう一折まいる」と記されており その前後に海松進上の記事が別にあるから、恐らくこれは海松以外の海藻が進上されたと思われる。その他、明応八年には醤一桶の進上が見える。以上海産魚介類等についてまとめたが、 『お湯殿 の日記』の本文には直接的に記されていないが、進物内容からみてこれらすべてを若狭武田氏上とみなしてさしつかえないと思う。一方、川魚では鮎と鯉が一例づつ見え 。まず文明十年九月十日条に「あゆたけたま らするとて、すゑよりまいる」と記される。御末を通じて進上されたこ からみ 若狭武田氏の進上と判断される。また、文明十六年六月三日条には「たけたまいらする て、みん部卿よりこもしまいる」と後土御門天皇の近臣白川忠富を通じて鯉が進上されている。しかし若狭武田氏の鯉進 は例がなく、ま 白川忠富を介した理由も充分に説明されな ので、こ
の記事が若狭武田氏の進上かどうかは保留される。　
以上のように初物や季節の食材以外にも、













































享禄 4 10・10 二千疋（上人号御礼）
天文 4 11・01 万疋（御即位事）
天文 10 08・22 御たち・三千疋（気比遷宮御礼）
天文 12 09・04 くゝゐ二は
天文 17 09・09 御たち・三千疋（代替御礼）
天文 18 08・26 御れゐ五千疋
天文 20 12・30 ことしの御れいとて千疋
弘治 2 12・ 9 御なか十は
永禄元 09・16 万疋
永禄 3 03・01 としとしの御れい千疋
11・07 十かう・十 千疋（四品・姓御礼）




明応 06 11・06 御まな三色
享禄 02 10・14 ひふつ五色
享禄 03 03・30 ひふつ五色
06・18 五千疋（薫物法御礼）
享禄 04 05・07 ひふつ三色
天文 02 06・13 ひふつ三色
天文 03 06・03 ひふつ三色
10・04 ひふつ色々
天文 04 05・26 くゝゐ・せわた卅・しほひき五
07・21 御たるの代千疋（任官申請）
08・18 せもしのおけ五十▲
天文 05 03・01 御たち・御馬代三百疋（四品御礼）
06・20 ひふつ五色・御たるの代千疋（蘭奢待御礼）
天文 06 05・20 ひふつ三色
天文 07 06・15 としとしのひふつ三色
天文 08 06・01 ひふつ三色▲
天文 09 06・11 ひふつ三色▲
天文 10 07・01 ひふつ
天文 11 06・05 しほひき十しやく・せわた五十おけ・のもしのはこ二
天文 12 07・25 としとしのひふつ
天文 14 08・06 としとしのひふつ▲

















































にあった禁裏御料所で、三千疋の年貢（公用銭）を納め 。 『お湯殿の上の日記』によれば、武田氏の家臣で代官の松宮氏は年始の美物として鯣五連を、また歳暮 美物として小鯛三十を禁裏に進上している
（㉑）
。こうした進
物には送状 書状が付されており、 『お湯殿の上の日記』 永禄二年十二月二十八日条に 「かみよし田御れう所のおくりしやうは、名乗隆長、うら書に松宮大蔵丞とあ 、小鯛
卅
まい






































































































































































の応永二年（一三九五）閏七月十四日付朽木口関率分注文に、かいそう（海藻） 、うを（魚） しいし（椎子） 、鳥などの荷駄・歩荷の率分が記される。これらの食材が若狭方面から朽木を通って京都にもたらされた主な商品の内であったことがわかる。武田氏の進物もこの部類に入る。
（⓯）当時の料理は動物性食品を中心とする魚鳥料理


















十二月二十五日に若狭守護として神宮寺に当知行安堵の判物を発給し、その署名に伊豆守の官途が見える。 「神宮寺文書」 『福井県史資料編９中・近世七』三一六ページ、福井県 一九九〇年。
（㉕）この本文について『後鑑』同日条所収「大館
日記」は「鱗一桶」に作る。いずれの字も解釈できず、写し誤りがあるようである。恐らくこの日の記事は武田氏の白魚進上を示すものであろう。
（㉖） 『大館記』三、 『ビブリア』八〇号、一九八三年。
またほぼ同文の史料が『後鑑』にも収められている。
『??????』（?????????）
